
【法学部授業公開についてのお知らせ】 
法学部 FD 委員会 

 
 
 
 法学部では、FD 活動の一環として別紙記載のスケジュールで授業公開を行

います。各部局の皆様は下記要領で聴講していただきますようお願いします。 
 
 
・教室の最後列を聴講用に空けてあります。 
・聴講は、適宜、入出／退出していただいて結構です。 
・法学部授業公開では、聴講した講義についてアンケートに記入していただく 
 ことになりました。アンケート結果は法学部 FD フォーラムにおける報告の  
 素材のひとつとなりますので協力をお願いします。別紙アンケート用紙につ 
 いては、法学部授業公開にご協力いただける教員に対し、準備室に配置する 
 など１コマ１枚の配布をよろしくお願いいたします 
 
 
 

以上 



法学部授業公開日程表

授業公開日時 担当 授業科目 教室 授業概要 コメント

11/17(金)2限 相馬　哲郎 租税法Ⅱ 531 法人税法の中の益金の内容又は売上原価の説明を予定

11/17(金)3限 木村　和成
民法Ⅴｂ

(債権各論2）
551 請負契約(予定)

11/17(金)3限 河上　元康 刑事訴訟法Ⅱ 534
刑訴法Ⅱの講義の一環として行なうが、公判手続をめぐる
問題を取り上げる。

例えば、傍聴席への遺影の持ち込みなど実際に問題となった説例を配布し、これに基づいて話す予
定。

11/17(金)4限 小山     昇 国際私法Ⅱ 532 国際私法各論の35、国際親族法の後半部分(予定)

11/20(月)2限 樫原　義比古 労働法Ⅱ 551 労働協約論
学生の理解を促進するわかりやすい講義を心がけ、労働法の基礎から発想できるよう何度も基本に
ついてわかるまで繰り返す。

11/20(月)3限 糟谷　英之 国際法Ⅱｂ 1132 国際人道法の序説：国際人道法の基本原則について説明
する。

少人数クラスでできるだけ学生の参加を促すよう心がける。

11/20(月)4限 寺沢　知子 民法Ⅰ(総則) 842 代理(予定) 約250名を教えています。後ろについてはほとんど目が届きません。後ろまでの時差もあります。

11/21・28(火)1限 那須　耕介 法哲学Ⅱ 552
未定(このところシラバスからも離れ、学生の顔を見ながら
進めている）

教室は満室に近い状態なので、なるべく早めにお越しください。(後方の席を押さえてくださると学生は
前に集まるので助かります。)

11/21(火)2限 家本　真実 民法Ⅱｂ(物権2) 1133 物権変動の意義および概論

11/21(火)3限 亀井     紘 政治学概論Ⅱ 1153 明治維新以後の日本の外交について概観する予定

11/21(火)3限 牛丸與志夫 商法Ⅱ(商行為法) 1152
企業活動を規制する商行為法を講義している。商行為の
通則、商事売買や問屋営業等につき、判例学説を紹介し
つつ、授業を行っている。

講義の内容の理解を深めるために、授業中に応用問題をとかせて、応用力がつくように指導してい
る。

11/22(水)1限 松永  信一 日本政治論 1133 戦後日本政党支持の変化(予定) 私語が少ないこと

11/20/ 27(月)2限 中沼　丈晃 政治学概論Ⅰ 1123
権力と国家に関して身近なテーマを使って初歩的な説明を
しています。

学生と「やりとり」しながら授業を進めています。見学される先生方とも「やりとり」させていただきたく思
います。

11/24(金)1限 浮田　  徹 憲法Ⅱｂ(統治機構) 1062 平和主義と憲法9条の解釈について(あくまで予定) パワーポイントは使っておりますが非常に限定的です(黒板代わり)。

11/28(火)2限 岡部　崇明 裁判実務特別講義 1152 民事裁判における証拠の取り扱い
法学部の学生には民事訴訟法への関心を持つように、法学部ではない学生には民事裁判の概要を
教えるという、二兎を追う点。

11/28(火)2限 金谷　重樹
法学概論Ⅱ
(法学の基礎)

552 学生の顔を見て決める。 毎回、適宜レジュメを配布している。

11/28(火)3限 河原  匡見 国際関係論Ⅱ 545
国際関係におけるアクター(主に国家)の力の行使の形態
について

最近の国際情勢を実例として取り上げながら解説する予定です。

11/28(火)5限 三成  美保 西洋法社会史Ⅱ 551
フランス人権宣言(1789年)とフランス民法典(1804年)を中
心に「近代法のジェンダー・バイアス（性差による偏り）」を
とりあげる。

①わかりやすい授業とするために、パワーポイントを利用してカラフルな絵や図を豊富に取り入れる。
②眠くならないように、配布資料に空欄を設け重要用語を記入させる。③学生が記入中には話を止め
るなど、学生の反応に配慮しながら講義を進める。④気分転換と講義ポイント確認のために、途中2回
程度のクイズを出して解答させる。⑤講義内容の理解程度を知るために各講義最後に確認ペーパー
に要点をまとめさせて質問・感想も聞く。

11/29(水)2限 牧田     勲 日本法文化史Ⅱ 551 近代日本の家族制度 特にこれといったものはないが、絵画資料を用いての授業を行う。

11/29(水)3限 木村　秀一
商法Ⅳｂ

(手形法・小切手法)
1123 善意の手形取得者の保護(2)物的抗弁・人的抗弁(予定） 学生の私語がない

11/22(水)4限 加波　眞一
民事訴訟法Ⅲ(多数
当事者訴訟・上訴)

532 民事訴訟における多数当事者論について

【聴講についての注意】

①　１コマ以上は聴講をして、アンケートにご記入ください。(アンケートは準備室にあります。他学部の先生は法学部事務室にてお渡しします。)

②　聴講者用に、1番後ろの席は学生が座らないように注意してください。

③　聴講者は途中退室してくださって結構ですが、その場合は授業の邪魔にならないようご配慮をお願いします。
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